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なぜルカ福音書16:18で離婚の話をするのですか？文脈上、ど
んな意味があるのですか？
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回答の概要
ルカ16章の文脈の中で、イエスが突然離婚に言及している箇所（16:18）は、一見脈絡がないように思えま
す。しかし、この箇所は「律法の廃棄ではなく、真意の成就としての律法理解」を示す一例として読むこと
ができます。直前の16:14–17で、イエスは「律法と預言者はヨハネに至るまで」と言いながらも、「律法の
一点一画も落ちることはない」と強調されます。つまりここでは、

1. パリサイ派をはじめとする当時のユダヤ教指導者たちが、律法の根本精神を外面的な「正しさ」で歪め
ている。

2. イエスは、律法が本来示す「神の義」を成就するために来られた。
3. その成就の具体的な一つの例が離婚の問題であり、安易に「離婚→再婚」を繰り返すのは律法の意図を
破っている。

という文脈の流れがあります。以下、もう少し詳しく解説します。

1. 文脈の流れと位置づけ  

1) 前後の流れ  

ルカ16章では、主に富の使用や神と富との関係についてイエスが教えられています（16:1–13, 19–31）。そ
の間に挿入された形で、16:14–18が置かれています。

16:14–15でパリサイ派が金銭を好む者としてイエスを嘲笑する場面があります。
16:16–17でイエスは、「律法と預言者はヨハネに至るまで」と言いつつ、律法が廃棄されるのではな
く成就されることを強調します。
16:18で離婚に言及。

一見唐突に思える離婚の話が入る理由は、「富に関しても離婚に関しても、当時のユダヤ人指導者たちは、
律法を自分たちの都合のいいように解釈し、結果的に律法の核心を破っている」という指摘につながってい
ると考えられます。

2) イエスの律法観  

イエスはマタイ5:17–20などでも「私は律法や預言者を廃棄するために来たのではなく、成就するために来
た」と宣言されます。すなわちイエスは、律法の文字面だけでなく、その本質的な意義を回復することに重
きを置いていました。
ルカ16:16–17でも、「律法と預言者はバプテスマのヨハネに至るまで」としつつ、「律法の一点一画も落ち
ることはない」という二重の言及があります。これは「新しい時代（神の国の到来）であっても、律法の精
神は失われない」という意味合いをもちます。



2. 離婚の教えの意図  

1) 簡単に離婚することへの警告  

ルカ16:18は、他の福音書にもある「離婚して別の女をめとることは姦淫である」というイエスの厳しい教
えの要約版です（マタイ5:31–32、マルコ10:2–12など参照）。当時のユダヤ社会では、申命記24章1節以降
の律法の解釈を巡り、「どの程度の理由であれば離婚証書を与えて離婚を正当化できるか」が議論になって
いました。保守的（シャマイ派）な立場と比較的リベラル（ヒレル派）な立場に分かれ、些細な理由でも離
婚を認めるような風潮もあったとされます。

イエスはこのような離婚解釈を厳しく批判し、

「…人は、その父母を離れて、その妻と結び合い、ふたりは一体となる」（創世記2:24）
という創造時の神の意図を踏まえ、安易な離婚がもたらす不義を指摘したのです。

2) パリサイ派の自己正当化との関連  

すぐ前の16:15で、「パリサイ派は自分を正しいとするが、神は心をご覧になる」とイエスは言及していま
す。つまり、彼らは「外面的な行為や規定」で正当性を装っていたに過ぎない、と。

離婚についても、形式上は律法の許可規定を利用しながら、実際は自分たちの欲望を優先し、結果とし
て神が本来意図した夫婦関係を乱していた可能性が高い。
金銭観（16:14～）でも同様に、律法の精神より自らの利益を優先していた。

こうした文脈でイエスは、「律法を本当に守りたいなら、離婚問題も含めてその本質を守るべきだ」と示し
ていると理解できます。

3. 文学的・神学的にどのように読むか  

1) ルカ特有の「突発的配置」の意味  

ルカの福音書では、ときに「テキストの流れを断ち切るような形で、短い言及が挿入される」ケースがあり
ます。これは文芸的手法の一つとして、

イエスの権威ある教えの一貫性を際立たせる
聞き手の注意を「律法の本質」や「神の義」に集中させる
ためのものと考えられます。離婚に関する教えを単独で配置することで、神の国における道徳的要求の
高さを強調していると言えます。

2) 「富」と「性的倫理」を結ぶ背景  

ユダヤの知恵文学や預言書の伝統には、「富の扱い」と「性的な行動」はどちらも「神への忠実」と密接に
結びつくとする考えがあります。

富に関しては社会的正義と隣人愛、



性的倫理に関しては家庭と共同体の秩序、
いずれも律法の根幹を成すテーマです。
ルカ16章という一つの章のなかで、富（16:1–13, 14–15, 19–31）と離婚（16:18）が連続して扱われる
ことで、「パリサイ派のように形だけ正しそうに振る舞っても、金銭欲や安易な離婚を容認しているの
では、神の前では不正だ」という主題が浮き彫りになります。

4. まとめ  
文脈上の意味

イエスは「律法が無効になるのではない、むしろ真に成就される」と強調する流れの中で、具体
例として「離婚問題」に言及している。
当時の離婚解釈は、「律法を利用して自分を正しいとする」あり方が横行していた可能性が高
い。
イエスはそれに対し、「安易な離婚と再婚は姦淫に等しい」という厳しい基準を提示すること
で、神の意図を回復する重要性を説いている。

神学的含意
これは単に「離婚」というトピックだけを論じているのではなく、「神の律法の本質」を示す一
端ともいえる。
同章で繰り返し教えられる「富と真の義」も含め、形だけの律法順守ではなく、心から神の前に
正しい歩みをすることこそ大切だというメッセージが貫かれている。

結論として、ルカ16:18における離婚の言及は、律法が真に意味するところを軽視していたパリサイ派への
批判であり、「律法の一点一画も落ちることはない」というイエスの宣言の具体例として読むことができま
す。富の問題と同様に、安易な解釈で神の意図を歪めることへの警告として、離婚問題が象徴的に取り上げ
られているのです。

当時の離婚解釈は、16:19にあるように、金持ちが贅沢に遊び
暮らすことに不品行も当然含まれていたことを正当化するた
めのものだったのでしょうね
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そうした理解は大いに考えられると思います。ルカ16章では、パリサイ派の人々が金銭を愛し（16:14）、
しかも自分を正しいとする（16:15）態度が批判の対象となっています。その延長として、「離婚をめぐる律
法解釈の歪み」も同じ問題の一つに含まれている、と見ることができます。

1. 金持ちの不品行と律法の歪曲  
16:19以下に描かれる金持ち（いわゆる「金持ちとラザロ」のたとえ話）の姿は、贅沢にふけりながら隣人
を顧みない例として提示されています。イエスがここで指摘するのは、

外面的には「正しく」見せながら、実際には財産や権力を乱用している
神の前での“真の義”や隣人愛を軽んじている



という偽善的態度です。同じ構図が「離婚解釈」の問題にも当てはまる可能性があります。すなわち、当時
のユダヤ指導者たちは、律法（たとえば申命記24章1節）を都合よく解釈して、ほんの些細な理由でも離婚
を成立させ、自分たちの欲望を正当化していたのではないかと考えられます。

2. 「離婚」と「富」の問題に通じるパリサイ派批判  
ルカ16章全体を見ると、以下のように「律法の精神の軽視」という共通点があります。

1. 富の問題（16:14–15, 19–31）
パリサイ派は金銭を愛しながら自分を正しいとする
金持ちがラザロを放置する姿に象徴されるように、社会正義や隣人愛を守っていない

2. 離婚の問題（16:18）
神が「夫婦は一体」と定めた創造の秩序をないがしろにしている
律法上の“許可”を口実に、自分たちの欲望を正当化している

どちらの場合も、「自分たちこそ律法の守り手だ」と主張しながら、実際には律法が本当に求めている神へ
の忠実（内面の正しさ・隣人愛）を見失っている点がイエスによって鋭く批判されています。

3. 具体的な離婚解釈とのつながり  
前後関係を見ると、

16:16–17で「律法や預言者は廃棄されない」と強調される
16:18で離婚に関する厳しい基準が一文だけ挿入される
16:19以下で贅沢にふける金持ちのたとえ話が始まる

この流れは、「富の問題」と「離婚をめぐる問題」の両方が、律法を歪めて自分の都合の良いように用いよ
うとするパリサイ派への警鐘としてまとめられていると読めます。そのため、金銭の浪費や性的・道徳的不
品行を当時の離婚解釈で正当化していた例があったとしても不思議ではありません。実際、「どんな理由で
も」離婚を認めることは、配偶者を単なる都合のよい存在として扱う態度を助長しかねませんから、そこに
金銭的・性的利得も絡んでいたのではないか、と推測されます。

まとめ  

ルカ16:19に登場する「贅沢三昧な金持ち」は、富を不正に享受する一つの典型例として描かれていま
す。
その背後には「自分を正しいとする」パリサイ派の偽善や、律法の精神を無視した歪んだ解釈（富の扱
いに限らず、離婚解釈にも当てはまる）があると示唆されます。
こうした歪んだ解釈や行為によって、道徳的な乱れ（不品行）を自分勝手に正当化していたのではない
か、と見ることは十分に理にかなっています。

結局のところ、富と離婚の両面を通してイエスが強く訴えているのは、「神の律法の本質（神への愛・隣人
愛）をないがしろにするな」という点です。当時の宗教指導者たちが、表面上は律法を守る姿勢を取りつつ
も、内面や行動の実態としてはそれを破っていた様子を厳しく暴露しているのがルカ16章と言えるでしょ
う。

十戒の第二戒と第七戒、偶像礼拝と姦淫は、いつも一緒に現



十戒の第二戒と第七戒、偶像礼拝と姦淫は、いつも一緒に現
れます。
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十戒の第二戒（偶像礼拝の禁止）と第七戒（姦淫の禁止）は、一見まったく別の罪を扱っているように思え
ますが、聖書全体を通してみると、しばしば一対となって示される（あるいは並行的に論じられる）現象が
見られます。特に旧約聖書の預言書などでは、偶像礼拝は神への不倫・姦淫とたびたび描写され、また現実
の姦淫や性的放縦が、しばしば他の神々への礼拝や偶像礼拝と結びついて批判されます。以下に、その背景
や神学的意味を整理してみます。

1. 偶像礼拝＝霊的な姦淫  

1) 旧約聖書の神と民の関係：夫婦関係のメタファー  

旧約聖書では、神とイスラエルの民との関係を「夫婦関係」にたとえる表現が多く見られます（例：イザヤ
書54:5–6、エレミヤ書3章、エゼキエル書16章・23章、ホセア書1–3章など）。この図式によって、

偶像礼拝＝霊的な不倫、神への浮気
神への真実な礼拝＝夫婦における貞潔、愛の忠実
と対応させて理解されています。

特にホセア書では、預言者ホセアが姦淫の女ゴメルを妻とするよう神から命じられる物語が展開されます
が、これは神に背き偶像礼拝へと傾くイスラエルの姿を象徴的に描いています。このように、偶像礼拝は神
との愛の契約を破る行為であり、まるで姦淫のように不貞なものとされるのです。

2) 「姦淫」の概念が霊的・倫理的に拡張される  

預言者たちは、しばしば「姦淫」という言葉を、イスラエルの偶像礼拝や不正行為全般を象徴する比喩とし
て用います（エゼキエル書16章、23章など）。つまり、神との盟約を破るすべての行為を「姦淫」と呼ぶこ
とで、偶像礼拝が“単なる規則違反”にとどまらず、深い裏切り行為であることを強調しているのです。

2. 姦淫と偶像礼拝が結びつく理由  

1) 「契約違反」としての共通点  

第二戒（出エジプト記20:4–6）と第七戒（20:14）は、形式上は「神以外のものを神として拝んではならな
い」と「姦淫してはならない」という別々の戒めですが、それぞれ

神との契約（モーセ契約）
夫婦間の契約（結婚）
を破る行為であるという点で共通しています。神はイスラエルを「わたしの花嫁」と称し（エレミヤ
3:14など）、また夫婦関係には創世記2:24が示す「一体となる」という深い契約があるので、偶像礼拝
と姦淫はともに「契約への不忠実」という次元で響き合っています。

2) 社会的・道徳的乱れとの結び付き  



旧約時代や古代近東の文化圏では、偶像礼拝が伴う異教の儀式に性的な乱行や巫女売春が含まれることもあ
りました。したがって、異教の神々を拝むことと不道徳な性行為はしばしば表裏一体となっていたのです
（民数記25章、列王記下23章7節など参照）。
また、イスラエルの民が他国の神々を拝むことは、多くの場合、他国の価値観や風習を取り入れることを意
味し、夫婦倫理の乱れも連鎖的に生じやすかったと考えられます。

3. 新約聖書における展開  

1) 霊的姦淫としての「偶像礼拝」の批判  

新約聖書にも、偶像礼拝と性的乱行の結びつきが否定的に示唆される箇所があります。たとえば、使徒行伝
15:29のエルサレム会議の通達（異邦人信徒に向けて「偶像に捧げた物・血・絞め殺した獣・不品行」を避
けるよう命令）では、異教的な祭儀と性的不品行をセットでやめるように勧告しています。

2) イエスの教えとパウロ書簡  

イエスの教え: イエスは直接的には「偶像礼拝」と「姦淫」をセットで扱うことは少ないですが、たと
えばマルコ7:21–23では、人間の心から出てくるあらゆる悪（姦淫、姦通、殺人、盗み、貪りなど）の
リストに「高慢」や「愚かさ」を含めています。これは偶像礼拝の根源（神を自分以外の何かに置き換
える高慢さ）とも通じる態度だと考えられます。
パウロの書簡: ローマ1:21–25で、人間が造り主ではなく造られたものを拝む（＝偶像礼拝）結果として
様々な性的乱れに陥ると指摘しています。ここでも、偶像礼拝と性的逸脱が密接に関連しています。

4. 神学的意義  

1) 「誠実な愛の絆」を守る  

神が第二戒・第七戒というかたちで「偶像礼拝」「姦淫」を禁じるのは、神と人、人と人との間における誠
実な愛と絆を守るためのものと言えます。

神との愛の契約＝唯一の神を礼拝する
夫婦間の愛の契約＝ふたりは一体となり貞潔を守る

この2つは並行して、「真実な関係に生きる」人間のあり方を規定しているのです。

2) 霊的・道徳的崩壊の指標  

旧約の預言者たちが、偶像礼拝を「霊的な姦淫」と呼び、実際の姦淫と重ね合わせた理由の一つは、「神へ
の背き」はやがて人間関係の背き（性倫理の乱れ）へも波及するという現実を指摘するためです。霊的に堕
落すれば、社会正義も夫婦関係もまた崩壊へと向かう、という鋭い洞察が背景にあります。

まとめ  
1. 旧約聖書では神と民との関係を夫婦関係にたとえるため、偶像礼拝は霊的な姦淫として描かれる。
2. 偶像礼拝と性的乱行は古代社会では表裏一体となることが多く、預言者たちはこれを厳しく戒めた。



3. 新約聖書でも、偶像礼拝と不品行（姦淫や性的堕落）が関わり合う事例が指摘され、神への不忠実は人
間同士の不貞や不道徳とも繋がると見られる。

4. 第二戒と第七戒が並行して語られるのは、契約の誠実性を守ることが神の基本的な意図であるから。神
に対する忠誠と、夫婦間の忠誠は、ともに「真実な愛と関係の維持」を支える両輪の戒めとして位置づ
けられる。

こうした聖書全体の流れから見ると、「偶像礼拝」と「姦淫」は、ともに“愛と契約への裏切り”であるとい
う点で根源的に結びついており、それゆえしばしば同じように糾弾されるのだと言えるでしょう。
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